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研究成果の概要（和文）：　ヒトグリアの神経毒性を導く炎症性活性化の解析と、その神経毒性を抑制する薬物同定を
行った。ヒストン脱アセチル化酵素阻害剤が、インターフェロン-γによって活性化されたアストロサイトの神経毒性
を有意に抑制した。またL型カルシウム拮抗剤は活性化アストロサイトのみならず活性化ミクログリアの神経毒性も有
意に抑制した。これらの薬物は、活性化アストロサイト内の炎症性転写因子STAT3の705チロシン残基のリン酸化を抑制
した。以上より、活性化ヒトアストロサイトの神経毒性は、STAT3のリン酸化の阻害によって抑制され、上記薬物が、
活性化グリア細胞が関与している神経変性疾患の治療に応用できる可能性が示唆された。

研究成果の概要（英文）： Using primary culture of human glial a cells, we studied inflammatory activation 
processes of glial cells, which induce neurotoxicity, and identified the drugs that inhibited the glial 
neurotoxicity. The histone deacetylase inhibitor suberoylanilide hydroxamic acid significantly attenuated 
the neurotoxicity of astrocytes activated by IFN-γ. L-type calcium channel blockers significantly 
suppressed neurotoxic secretions from activated human astrocytes and microglia. These drugs reduced the 
STAT3 phosphorylation at the tyrosine-705 residue in the IFN-γ-activated astrocytes.
 These findings suggest that neurotoxicity of human astrocytes is mediated by STAT3 phosphorylationboth 
and that both histone deacetylase inhibitors and L-type calcium channel blockers could be a useful 
treatment option for a broad spectrum of neurodegenerative diseases. Moreover, the tyrosine-705 residue 
in STAT3 could be a molecular target to develop new drugs for treatment of neurodegenerative disorders.

研究分野： 精神神経免疫
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１．研究開始当初の背景 
 近年、社会の急速な高齢化に伴い、神経変
性疾患による認知症患者の急増が深刻な社
会問題になっている。また平成 10 年以降、
我が国の自殺者数は常に年間 3 万人を超え、
その大多数に抑うつ症状を伴う感情障害が
関与していると見られている。これらの精神
神経疾患に対し、臨床的に精神科医療が早急
に介入することが大変重要であるが、基礎的
研究においても病因解明、更にはそれに基づ
く根治的治療法の確立が望まれる。 
 アルツハイマー病、パーキンソン病を含む
様々な神経変性疾患において、アストロサイ
トおよびミクログリアといったグリア細胞
が炎症性に活性化し、炎症性サイトカイン、
フリーラジカルといった潜在的に神経毒性
を有する物質を産生することによって近傍
の神経細胞を傷害し、その炎症性過程が病因
に増悪因子として深く関与していることが
よく知られている。近年の研究により、活性
化グリア細胞は神経変性疾患のみならず、う
つ病の病因にも関与していることが示唆さ
れている。このように活性化グリア細胞は、
認知症を引き起こす神経変性疾患やうつ病
といった社会的問題となる精神科疾患の共
通の原因因子となっている可能性があり、活
性化グリア細胞によって引き起こされる炎
症性・神経毒性プロセスの全容を解明するこ
とは、これら精神神経疾患の根治的治療法の
確立にむけて、非常に重要と考えられる。 
 
 
２．研究の目的 
 本研究では、ヒト初代培養グリア細胞を用
いて、活性化グリアの神経毒性および炎症性
因子産生を抑制する薬物・化合物を同定し、
その際の作用機序を、Janus kinase/signal 
transducer and activator of transcription 
(STAT)3 経路の観点から検討する。本研究は、
種々の神経変性疾患やうつ病に幅広く認め
られる活性化グリア細胞の炎症性・神経毒性
プロセスの全容を解明することを目的とす
る。 
 
 
３．研究の方法 
(1)神経毒性評価 
 ヒト初代培養アストロサイト、またはヒト
初代培養ミクログリアを様々な抗炎症薬物
で前処置を行い、前者を interferon (IFN)-
γで、後者を lipopolysaccharide（LPS）と
IFN-γで刺激した。48 時間後、それらの培養
上清をヒト神経芽細胞腫SH-SY5Y細胞へ移し、
72 時間後、SH-SY5Y 細胞の生存率を MTT 法、
LDH 法を用いて測定し、薬物の抗神経毒性作
用をスクリーニングした。 
 
(2)STAT3 経路解析 
 IFN-γによって誘導されるヒトアストロ
サイトの神経毒性は、主に STAT3 経路によっ

て仲介されることを既に報告しているが、本
研究では上記項目(1)で同定された神経毒性
抑制薬物が、ヒトアストロサイト内における
活性化 STAT3 を抑制するかどうか、抗
phospho-Tyr705-STAT3 抗体を用いてウェスタ
ンブロット解析を用いて調べた。 
 
(3)炎症性因子の測定 
 IFN-γで刺激されたヒトアストロサイト
が産生する代表的な炎症性ケモカインであ
る IFN- γ -inducible T cell alpha 
chemoattractant（I-TAC）を ELISA 法で測定
した。また、IFN-γ刺激ヒトアストロサイト
が発現する選択的細胞接着分子である
Intracellular adhesion molecule (ICAM)-1
の発現量を免疫細胞化学的手法により定量
化し、項目(1)で同定された神経毒性抑制薬
物が、これら炎症性因子を抑制するかどうか
調べた。 
 
 
４．研究成果 
(1)神経毒性評価 
 L 型カルシウムチャネル阻害剤である
nimodipine、verapamil は共に、細胞生存率
に影響を与えない濃度において、IFN-γによ
って誘導されたヒトアストロサイトの神経
毒性を有意に抑制することが明らかになっ
た（図１）。更に nimodipine は、LPS によっ
て誘導されたヒトミクログリアの神経毒性
も有意に抑制した。 
 
 
 
 
 
 
 
  
 
 
 
 
 
 
図 1 L 型カルシウムチャネル阻害剤のヒト
アストロサイト神経毒性に対する効果 
 
 
 また、ヒストン脱アセチル化阻害剤である
suberoylanilide hydroxamic acid (SAHA)は、
細胞生存率に影響を与えない濃度において、
IFN-γ誘導性ヒトアストロサイトの神経毒
性を有意に抑制することが分かった（図２）。 
 
 
 
 
 
 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
図 2 SAHAのヒトアストロサイト神経毒性に
対する効果 
 
(2)STAT3 経路解析 
 Nimodipine、verapamil および SAHA は、上
記項目(1)で使用した濃度において、 IFN-γ
で刺激されたヒトアストロサイト内におけ
る炎症性転写因子であるSTAT3 の Tyr705残基
のリン酸化を抑制し、STAT3 の活性化を抑制
することが分かった。一方、これらの薬剤は、
STAT1 の活性化には影響しなかった。以上の
結果より、nimodipine、verapamilおよびSAHA
は、STAT3 経路を阻害することによって、IFN-
γで誘導されるヒトアストロサイトの神経
毒性を抑制することが示唆された（図３）。 
 
(3)炎症性因子の測定 
 Nimodipine、verapamil および SAHA は、上
記項目(1)で使用した濃度において、IFN-γ
で刺激されたヒトアストロサイトによる
I-TAC の産生を有意に抑制することが明らか
になった。一方、これらの薬剤は、IFN-γ刺
激ヒトアストロサイトによる ICAM-1 の発現
には影響しないことが分かった。 
 
 以上の結果より、nimodipine、verapamil
および SAHA は、ヒトグリア細胞による炎症
性・神経毒性プロセスにおいて、抗炎症作
用・抗神経毒性作用を発揮するため、活性化
グリアが関与する幅広い神経変性疾患に対
する治療薬として応用できる可能性が示唆
された（図３）。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
図3ヒトアストロサイトの神経毒性抑制機序 
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